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漢
字
検
定
合
格
者
（
十
一
月
実
施
） 

準
二
級 

前
亮
佑
、
冨
士
谷
翔
、 

筧
美
穂 

三 

級 

江
原
由
佳
、
岡
田
み
な
み
、 

 
 

 
 

柿
原
裕
多
、
若
林
綾
香
、 

 
 

 
 

柿
木
莉
奈
、
関
戸
崇 

四 

級 

小
山
久
瑠
実
、
乃
美
楓
、 

 
 

 
 

松
浦
憂
弥
、
山
野
実
優
、 

 
 

 
 

冨
士
谷
陸
、
岩
永
咲
希 

五 

級 

片
岡
千
春
、
畑
優
里
子
、 

 
 

 
 

福
岡
勇
人
、
藤
本
沙
希
、 

 
 

 
 

松
岡
明
那
、
瀧
山
芽
生
、 

 
 

 
 

五
島
穂
香
、
入
江
紗
弥 

東
部
地
区
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
大
会 

金
賞 

 

金
管
七
重
奏 

金
賞 

 

木
管
八
重
奏 

銀
賞 

 

打
楽
器
三
重
奏 

 

広
島
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
大
会 

銀
賞 

 

木
管
八
重
奏 

銅
賞 

 

金
管
七
重
奏 

 

生
徒
会
役
員
選
挙 

十
一
月
の
生
徒
会
役
員
選
挙
で
新

会
長
と
副
会
長
二
名
が
決
ま
り
、
そ
の

後
の
生
徒
会
執
行
部
役
員
を
組
織
し

て
十
六
名
の
新
生
徒
会
執
行
部
が
誕

生
し
ま
し
た
。
三
学
期
の
始
業
式
後
に

そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
さ
ん
の
抱
負
が
語

ら
れ
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

生
徒
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
先
輩
た

ち
の
活
動
を
よ
り
進
化
さ
せ
た
行
動

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

新
生
徒
会
執
行
部 

 

会 

長 
 
 
 
 
 

岡
本 

拓
矢 

副
会
長 

 
 
 
 
 

松
浦 

憂
弥 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
下
明
日
香 

書 

記 
 
 
 
 
 

坂
本 

浩
輝 

学
級
委
員 

（
正
副
会
長
が
兼
務
） 

生
活
委
員
会
委
員
長 

関
戸 

崇 

 
 

 
 

副
委
員
長 

斉
藤 

羽
咲 

環
境
委
員
会
委
員
長 

藤
井 

奏
乃 

 
 

 
 

副
委
員
長 

浅
井 

琳
子 

報
道
委
員
会
委
員
長 

瀧
川 

輪 

 
 

 
 

副
委
員
長 

山
内 

拓
海 

図
書
委
員
会
委
員
長 
井
上 

皓
介 

 
 

 
 

副
委
員
長 
柴
田 

真
歩 

保
健
委
員
会
委
員
長 

寺
岡 
永
莉 

 
 

 
 

副
委
員
長 

高
橋
姿
帆
子 

部
活
委
員
会
委
員
長 

西
元 

雅
人 

 
 

 
 

副
委
員
長 

中
武 

涼
子 

福
山
地
区
中
学
校
新
人
駅
伝
大
会 

  

十
二
月
二
十
四
日
（
土
）
に
第
四
十

九
回
福
山
地
区
の
新
人
駅
伝
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
城
西
中
学
校
は
昨
年
、

十
数
年
ぶ
り
に
出
場
し
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
さ
ら
に
部
活
対
抗
の
部
に
も
男

女
が
参
加
し
、
成
長
を
続
け
る
城
西
中

学
校
の
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
冬

季
練
習
の
一
環
と
し
て
全
運
動
部
の
人

た
ち
が
共
に
合
同
練
習
を
重
ね
、
選
抜

チ
ー
ム
と
と
も
に
五
チ
ー
ム
が
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。 

 

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
な
か
な
か

上
位
に
食
い
込
む
の
は
難
し
い
で
す

が
、
他
校
に
負
け
な
い
よ
う
こ
の
経
験

を
生
か
し
て
来
年
度
以
降
、
飛
躍
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。（
会
場
の
竹
ヶ
端
陸
上

競
技
場
か
改
修
工
事
の
た
め
、
例
年
と

距
離
を
変
更
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。） 

  

学
校
対
抗
の
部 

【
男
子
】
一
七
位
（
二
八
チ
ー
ム
参
加
） 

 

一
区
（
２
・
５
㎞
） 

新
田 

航
己 

 

二
区
（
２
・
５
㎞
） 

西
元 

雅
人 

 

三
区
（
２
・
５
㎞
） 

小
川 

颯
友 

四
区
（
２
・
５
㎞
） 

神
原 

祥
吾 

五
区
（
２
・
５
㎞
） 

本
岡 

駿
人 

六
区
（
２
・
５
㎞
） 

山
内 

拓
海 

 【
女
子
】
二
二
位
（
二
三
チ
ー
ム
参
加
） 

 

一
区
（
２
・
５
㎞
） 

寺
岡 

永
莉 

 

二
区
（
１
・
３
㎞
） 

高
橋
姿
帆
子 

 
三
区
（
１
・
３
㎞
） 

松
岡 

明
那 

 

四
区
（
１
・
３
㎞
） 

森
淵 

愛
美 

 

五
区
（
２
・
５
㎞
） 

瀧
山 

芽
生 

  

部
活
対
抗
の
部 

【
男
子
】（
三
六
チ
ー
ム
参
加
） 

 
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

一
六
位 

 
 

サ
ッ
カ
ー
部 

 
 

 
 

二
〇
位 

 

【
女
子
】（
二
〇
チ
ー
ム
参
加
） 

 
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

一
八
位 

ふくやま学校祭 中学校文化部等生徒作品展 

 

日 時  ２月１５日（水）～ ２１日（火） 

場 所  まなびの館ローズコム１階 

主 催  福山市教育委員会 

内 容  ○福山市立全中学校３６校の作品を展示 

 

 

ふくやま学校祭 合同報告会・発表会 

 

日 時  ２月１８日（土）13：00～16：00 

場 所  福山市北部市民センター 

主 催  福山市教育委員会 

内 容  ○北京教育交流訪問団報告 

     ○チャレンジウイーク報告 

     ○科学賞入賞者発表 

    ○学校発表 

 

 

 

 

新生徒会役員 始業式で挨拶 

 

新
年
が
ス
タ
ー
ト
し
、
早
一
月
も
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震

災
一
色
の
一
年
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
も
ま
だ
解
決
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
こ
れ
か
ら
が
復
興
の
始
ま
り
で
す
。 

 
そ
ん
な
中
、
こ
の
震
災
か
ら
学
ぶ
記
事
を
紹
介
し

ま
す
。「
釜
石
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
岩
手
県
釜
石
市
は
、
こ
の
震
災
で
１
３
０
０
人

の
死
者
・
行
方
丌
明
者
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け

の
被
害
を
出
し
た
中
、
小
学
生
１
９
２
７
人
、
中
学

生
９
９
９
人
が
無
事
で
し
た
。
生
存
率
９
９
．
８
％

が
「
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
る
理
由
で
す
。 

 

激
震
に
見
舞
わ
れ
た
午
後
２
時
４
６
分
。
鵜
住
居

（
う
の
す
ま
い
）
小
学
校
に
は
児
童
３
６
０
人
が
い

た
。
す
ぐ
に
最
上
階
の
３
階
に
避
難
。
（
学
校
は
津

波
の
浸
水
想
定
区
域
外
で
あ
っ
た
。
）
外
を
見
る
と

隣
接
す
る
釜
石
東
中
の
生
徒
が
走
っ
て
避
難
し
て

い
る
。「
逃
げ
ろ
！
」
と
い
う
中
学
生
の
叫
び
声
に

即
座
に
南
に
６
０
０
ｍ
離
れ
た
民
間
の
介
護
施
設

「
ご
ざ
い
し
ょ
の
里
」
を
め
ざ
し
て
走
っ
た
。
釜
石

東
中
の
生
徒
２
１
０
人
ら
、
介
護
施
設
に
集
ま
っ
た

両
校
の
児
童
生
徒
は
５
７
０
人
。
そ
こ
は
指
定
避
難

場
所
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
裏
山
が
崩
れ
そ
う

だ
」
の
声
に
、
さ
ら
に
４
０
０
ｍ
先
の
「
や
ま
ざ
き

機
能
訓
練
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
め
ざ
し

た
。
中
学
生
は
泣
き
じ
ゃ
く
る
小
学
生
の
手
を
取

り
、
老
人
を
お
ん
ぶ
し
必
死
で
逃
げ
た
。
３
時
２
０

分
頃
、
学
校
の
方
角
を
見
る
と
数
十
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
の
津
波
が
両
校
の
校
舎
を
丸
ご
と
の
み
、
介
護
施

設
も
襲
い
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
手
前
で
止

ま
っ
た
。 

 

マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
避
難
で
は
両
校
の
生
徒
は

学
校
で
被
災
し
て
い
た
。「
奇
跡
」
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
決
し
て
奇
跡
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
そ
れ
は
津
波
の
被
害
が
過
去
に
あ
っ
た

釜
石
市
で
は
数
年
前
か
ら
防
災
教
育
を
徹
底
し
て

行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
避
難
３
原
則
」
は
①
「
想

定
に
と
ら
わ
れ
な
い
」
②
「
最
善
を
尽
く
す
」
③
「
率

先
し
避
難
せ
よ
」
で
あ
る
。
そ
れ
を
実
行
し
た
か
ら

こ
そ
多
く
の
命
が
助
か
っ
た
の
で
す
。 

 

普
段
か
ら
災
害
を
想
定
し
て
お
く
こ
と
と
、
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
。
そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
準

備
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
ね
。 

「
釜
石
の
奇
跡
」 

震
災
か
ら
学
ぶ 

サッカー部とバスケ部の競り合い 学校対抗女子の部スタート 


